


本書は、厚生労働省の補助事業（介護の日本語学習支援等事業）を活用し

て、介護分野の特定技能１号の評価試験に対応する初めての学習用テキスト

として策定したものです。

2019 年４月に施行された在留資格「特定技能」の制度は、深刻化する人

手不足に対応するため、生産性向上や国内人材の確保のための取組を行って

もなお人材を確保することが困難な状況にある産業上の分野において、一定

の専門性・技能を有する外国人材を受け入れる制度です。

介護分野において特定技能の在留資格で入国するためには、国際交流基金

が実施する日本語基礎テスト等の日本語試験のほか、厚生労働省が実施する

介護技能評価試験と介護日本語評価試験を受験し、合格することが基本とな

ります。

今後、試験の実施国は拡大されていく予定ですので、介護分野で特定技能

により入国される方は、今後さらに増えていくことが見込まれます。そこで

本書は、介護技能評価試験と介護日本語評価試験に対応できるようにしつつ、

介護現場で働く上で、最初に習得しておいて頂きたい内容を中心に作成いた

しました。

本書は、介護技能評価試験と介護日本語評価試験の受験対策として活用さ

れることに加え、特定技能の在留資格で入国して介護現場で働かれる皆様が、

引き続き本書を手元に置き、ご活用頂けるような構成にしています。

本書が、「日本の介護」を知る契機となり、その魅力を存分に感じていた

だくものになること、さらに、介護分野の特定技能により入国して介護現場

でご活躍いただく際の一助となることを切に願っております。

　　　　　　　　　　　　　　　公益社団法人 日本介護福祉士会

　　　　　　　　　　　　　　　特定技能評価試験対応テキスト検討会
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本書の使い方

『介護の特定技能評価試験　学習テキスト～介護技能・介護の日本語～』は、

介護分野の特定技能 1 号評価試験に対応した学習用テキストです。

・本書は、介護分野における特定技能の評価試験の試験基準に合わせて、「介 

護技能」と「介護の日本語」で構成しています。 

・介護技能評価試験は母国語で出題されるため、「介護技能」のパートは、

順次、試験実施国の言語に翻訳する予定です。 

・介護日本語評価試験は日本語で出題されるため、「介護の日本語」のパー

トは翻訳をせず、日本語のみを使用しています。

「介護技能」は、試験問題に合わせて、以下の 4 つのパートに分かれていま

す。

　PART 1　介護の基本

　PART 2　こころとからだのしくみ

　PART 3　コミュニケーション技術

　PART 4　生活支援技術

◦介護の現場で働いたことがなくても、イメージがしやすいようにイラスト

を多く載せています。

これは、利用者が麻

痺側に倒れることを

防ぐためです。

◦特に重要なポイントについては、アイコ

ンで示しています。

◦難しい用語には、解説を入れました。

ADLとは、一人の人間が独立して

身体動作群のことです。ADLには、狭義の

す。狭義のADL を一般的にADL ま

ADL と IADL
解説
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「介護の日本語」は、問題を解くことで自然に日本語の理解が深まるように

なっています。

　介護日本語評価試験は、介護現場で実際に使用される日本語が身について

いるかどうかを確認する内容になっています。介護現場で働くために必要な

日本語を身につけるためには、日本語基礎テスト又は日本語能力試験の学習

と合わせて、介護の日本語の学習をすることがより効果的です。

 

◦試験問題に合わせて、介護場面でよく使われる、「ことば」(語彙 )、「会話・

声かけ」(問題 )、「文章」(問題 ) で構成しています。

◦「ことば」は、順次、試験実施国の言語と対比して記載していく予定です。

◦「会話・声かけ」「文章」は、介護現場でよく使われる表現を用いて、問題

作成しています。
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・介護職は、高齢や障害によって日常生活に支障がある人が、その人ら

しい生活を継
けいぞく

続できるように支援をする専門職です。

・支援をするための基本となる考え方が人間の尊厳です。

・人間の尊
そんげん

厳とは、一人ひとりが個人として尊
そん

重
ちょう

されることです。

・介護が必要になっても一人の人間として尊重され、人権が守られます。

�������������������

・生活は、生活をする人の考え方や習慣などで、一人ひとりに違いがあ

ります。介護が必要であっても、生活の主体は利用者自身です。

・どのように生活したいのか、生活のしかたや考え方を尊
そん

重
ちょう

し、その人

らしい生活ができるように、支援していくことが介護職の基本です。
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